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子どもは未来を担う社会の宝です。しかし、核家族化や都市化の進行により、子育

てが家族だけの問題となりがちな中で、子どもを産み育てることの負担や子どもが健

やかに育つことへの不安が増大し、生まれてくる子どもの数は減り続けています。 

子どもの数が減っている背景には、従来の結婚観や家族観の変化に加えて、理想と

する数の子どもを持ちたくとも持てない現実があります。 

アンケート結果等からは、子育てに関する経済的負担の大きさや、子育てと仕事の

両立の難しさ、子育てに関する相談先の少なさなど、社会全体で解決すべき課題が浮

かび上がってきます。 

 

子どもを持ち、子どもを育てることに喜びや励みを感じることができる社会。生ま

れてきた全ての子どもたちが健やかに育まれ育っていく社会。こうした社会こそ、「し

あわせ信州」がめざす姿です。 

 

私たち長野県と７７の県内市町村は、子どもの数が大きく減少している現状につい

て、県民の皆様お一人お一人のしあわせの実現はもとより、社会全体にとっても大き

な問題であるとの共通認識に立ち、子育て支援のあり方について検討を重ねてまいり

ました。その結果、来年度から、行政が一丸となって、子育て支援の新たな、そして

大きな一歩を踏み出すことといたしました。 

 

私たち行政は、子育てを社会全体の問題としてしっかりと受け止め、「みんなで支

える子育て安心県」を構築するため、全力を尽くす決意です。 

 

県民の皆様には、子育てや子どもの育ちを、地域、学校、職場等社会全体で支えて

いただきますよう、そしてたとえ小さなことでもできることから行動に移していただ

きますようお願いいたします。 

 

すべての子どもと子育て家庭を「みんなの力」で応援することによって、誰もが安

心して子どもを産み育て、子育ての楽しさを実感し、その喜びを皆で分かち合える長

野県を創っていきましょう。 






